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【巨的 】活性酸素一消去系は細胞の 機能調節 に 重要

な役割 を果た して い る．我々 は黄体機能の調節にお

ける 活性酸素一消去系の 関与を検討 した．

【方法1 （1）偽妊娠 （PsP ）ラ ッ ト （sD 系 ）の PsP 　1，3，

5，7，9，11，13 日目の卵巣より黄体を採取 し，黄体内

superoxide 　dismuむase （SOD ）活性，　 gtutathione　peroxi−

dase（GSH ・Px）活性 ， 及び過酸化脂質 （LPO ）濃度を

測定 した．また同時に 血 中progesterone（P）値を RIA

に て 測定 した， SOD 活性は 亜硝酸法 に て，　 GSH ・Px

活性は PagHa らの 方法 に て ，　 LPO 濃度は TBA 法に

て 測定した ．（2）PSP 　7日目に PGF2α （3mg ／kg）を皮

下注射 し，2時間後の 黄体内 SOD 活性 ，
　 GSH ・Px 活

性 ， 及び LPO 濃度 と血中 P 値を測定した．

【成績】 （1）黄体内 SOD 活性及び GSH ・Px 活性は

PSP　1日 目か ら漸増 して，9 日目に ピー
ク（1722 ± 3．3

NU 〆min ／mg 　pr。tein，　 及び3．28± 0．19μ mo 【NADPH

x1O
−s

／mgpr 。tein｝を示し， 以後13 日目まで 漸減 した．

こ れは血中 P 値 と同様の 変化で あ り，P と SOD ，及

びP と GSH ・Px 活性の 間 に は有意（p 〈O．05）の 正 の相関

が認め られ た．　
一方黄体内 LPO 濃度 は PSP 　3日目

（88．7± 26 ．8nmol 　MDA ／g　wet 　wt ）か ら漸増 し13 日巨

（489．5±5L5 ）に有意の高値を示 した，　 （21PGF2 α 投

与群 で は投与後2時間 目の 血 中 P 値は51．7± 4．3ng／ml

と生 食 を投与 した対照群（92 ．0± 3．8）に比 し有 意

〔p く0．01）に低下 した．また黄体内 LPO 濃度は PGF2 α

投与 2時間後 に 691 ．0± 60．9nmol 　MDA ／g　wet 　wt と

対照群（316．4± 49．8）に 比 し有意（p〈0．01＞に増加 した．

【結論】偽妊娠ラ ッ トの 黄体機能調節 に おける 活性

酸素一消去系の 関与が示唆され， 特に PGF2 α の黄

体退縮作用 に おける LPO の関与が 明らか に された．

　【目的】 macrophage などの食細胞は 活性化 され る と

活性酸素を産生 し細胞障害を引 き起 こ す．また退縮

期 の 黄 体 に は食細胞が増加 して お り黄体退縮 に 関与

して い る こ とが示唆 され て い る ．そ こ で 黄体 内 の食

細胞 とその 活性酸素産生能につ き検討 した．【方法】

SD 系雌ラ ッ トを用 い た． 偽妊娠の 3 日目 （黄体期初

期） ， 7日 目 （中期），
13 日目 （退縮期）に ，　nitro

blue　tetrazolium（NBT ）10mg を腹大動脈よ り投与 し，

3分後に卵巣 を摘 出，ホ ル マ リ ン 固定後パ ラ フ ィ ン

包埋 し切片を作製 し Kernechtr。t に て対比染色を行 っ

た．NBT は活性酸素と反応 して濃紺の ホ ル マ ザ ン 沈

着 を生 じるの でそ の 色素沈着に より活 性酸素 の局在

を判定 した．また
， 偽妊娠 3，7，13 日目の 黄体内 の

過酸化脂質 （LPO ）濃度を TBA 法に て測定し た，

【成績 】ホ ル マ ザ ン 沈着 で 示 され る 活性酸素 は

macr 。phage を主 とする食細胞に認め られた，こ れ ら

活性酸素陽 性細胞は偽妊娠 3，7 日目の黄体で は 黄体

中心部に散見されたの みであ っ たが偽妊娠13 日目で

は黄体全体に認め られた．しか し
，
NBT 投与と同時

に ph 。rbo1　myris 亡ate 　 acetate （pMA ，100 μg）を投与 し，

食細胞 を活性化 させ る と偽妊娠 7 日 目で も活性酸素

陽性細胞が 黄体全体に 認 め ら れ た ．即 ち偽妊娠 7 日

目で は食細胞の活性酸素能は低下 して い る もの と考

えられ た．黄体内 LPO 濃度は， 偽妊娠 13 日目では

489 ．5 ± 51．5nmol　MDA ／g　wet 　wt と偽妊娠 3，7 日 目

の 88，7± 26．8，342．0± 54．Oに比 し有意に高値 を示 し

た． 【結論1黄体内 の 食細胞の 活性酸素産生 能は何

らか の 刺激 に よ り抑制 （偽妊娠7日目）ある い は 増

強 （偽妊娠 13日 目）される可能性が示 された．また

食細胞か らの 活性酸素は黄体内過酸化脂質の 増加や

黄体退縮 に 関与 して い る 可能性が示唆 された．
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